
令和７年度（２０２５年度）熊本市立高等学校入学者選抜の基本方針 

 

令和６年（２０２４年）６月２７日 

熊本市教育委員会 

 

１ 入試制度の大枠 

令和７年度（２０２５年度）の入試制度は、前期（特色）選抜、後期（一般）選抜、二

次募集とする。 

 

 

２ 通学区域 

通学区域（学区）は、熊本市立高等学校の通学区域に関する規則により、熊本市とす

る。ただし、同規則第２条第３項により、学区外の出願者に入学を許可し得る数を下表の

とおりとする。 

学校 学科・コース 学区外入学枠 

必由館高等学校 

文理総合探究科・文理コース 募集定員の１５％以内 

文理総合探究科・芸術コース 募集定員の４０％以内 

文理総合探究科・生活デザインコー

ス 
募集定員の４０％以内 

千原台高等学校 
情報ビジネス探究科 募集定員の２５％以内 

健康スポーツ探究科 募集定員の５０％以内 

 

 

３ 前期（特色）選抜 

(1) 趣旨 

ア 受検者の多様な能力・適性や意欲・関心、努力の成果等について優れた面を積極的

に評価する。 

イ 実施する学校においては、それぞれの特色に応じた選抜を行うことで、特色化を積

極的に進める。 

(2) 実施学科等 

希望する学科・コース（コースとは第１学年から定員を定めて募集するものをい

う。）。 

(3) 出願資格 

入学を志願できる者は、次のア、イをともに満たしていることを在学又は出身中学校

等の校長が確認した者で、かつ、ウ～オのいずれかに該当する者とする。 

ア 前期（特色）選抜において、各高等学校長が定めた自校が重視する観点を理解し、

希望する者 

イ 合格した場合は、必ず入学する者 

ウ 中学校（義務教育学校及び特別支援学校中学部を含む。）を卒業した者又は令和７

年（２０２５年）３月に卒業見込みの者 



エ 中等教育学校の前期課程を修了した者又は令和７年（２０２５年）３月に修了見込

みの者 

オ 学校教育法施行規則第９５条の各号のいずれかに該当し、中学校を卒業した者と同

等以上の学力があると認められた者 

(4) 募集人員 

ア 必由館高等学校 

募集定員の５０パーセント以内の範囲で当該高等学校長が定める。 

イ 千原台高等学校 

(ｱ) 情報ビジネス探究科 

募集定員の６０パーセント以内の範囲で当該高等学校長が定める。 

(ｲ) 健康スポーツ探究科 

募集定員の７０パーセント以内の範囲で当該高等学校長が定める。 

(5) 通学区域 

通学区域（学区）は、熊本市立高等学校の通学区域に関する規則により、熊本市とす

る。ただし、同規則第２条第３項により、前期（特色）選抜における学区外の出願者に

入学を許可し得る数を下表のとおりとする。 

学校 学科・コース 前期（特色）選抜学区外入学枠 

必由館高等学校 

文理総合探究科・文理コース 募集定員の１０％以内 

文理総合探究科・芸術コース 募集定員の３０％以内 

文理総合探究科・生活デザイ

ンコース 
募集定員の３０％以内 

千原台高等学校 
情報ビジネス探究科 募集定員の２０％以内 

健康スポーツ探究科 募集定員の４０％以内 

(6) 選抜方法等 

ア 選抜方法 

(ｱ) 選抜方法は、学校独自検査とする。 

(ｲ) 前期（特色）選抜を実施する高等学校長は、あらかじめ前期（特色）選抜委員

会を組織し、厳正・公正な選抜となるよう十分検討するものとする。 

イ 学校独自検査 

(ｱ) 学校独自検査とは、面接、小論文、実技検査、実験、自己表現、総合的な学習

の時間の成果の発表に関するものなど、学校が独自に行う検査をいう。 

(ｲ) 学校独自検査は、受検者の多様な能力・適性や意欲・関心、努力の成果等につ

いて優れた面をより積極的に評価するための検査となるよう、選抜方法等について

創意工夫する。なお、学力検査は実施しない。 

(7) 前期（特色）選抜の日程 

出願期間   令和７年（２０２５年）１月２１日（火）～１月２４日（金）正午 

実施日    令和７年（２０２５年）２月 ３日（月） 

選抜結果通知 令和７年（２０２５年）２月１０日（月） 

(8) 選抜方法等の周知 



 前期（特色）選抜を実施する高等学校長は、前期（特色）選抜で自校が重視する観

点、募集人員、検査内容、具体的な選抜方法等を市教育委員会に報告し、市教育委員会

はこれをまとめて発表する。 

 

 

４ 後期（一般）選抜 

(1) 趣旨 

受検者の中学校（義務教育学校、特別支援学校中学部及び中等教育学校の前期課程を

含む。）教育における学習成果を総合的に評価する。 

(2) 実施学科等 

全学科・コース 

(3) 出願資格 

入学を志願できる者は、本県の前期（特色）選抜又は中高一貫教育（連携型）に係る

入学者選抜に合格した者以外の者であるとともに、次のア～ウのいずれかに該当する者

とする。 

ア 中学校（義務教育学校及び特別支援学校中学部を含む。）を卒業した者又は令和７

年（２０２５年）３月に卒業見込みの者 

イ 中等教育学校の前期課程を修了した者又は令和７年（２０２５年）３月に修了見込

みの者 

ウ 学校教育法施行規則第９５条の各号のいずれかに該当し、中学校を卒業した者と同

等以上の学力があると認められた者 

(4) 募集人員 

募集定員から前期（特色）選抜の合格内定者数を減じた数とする。 

(5) 選抜方法等 

ア 入学者の選抜は、学校独自検査、調査書の記録及び学力検査の成績等を資料とし

て、学科・コースの特色に応じて、その教育を受けるに必要な能力・適正等を判定し

て行う。 

イ 学力検査は、市教育委員会が作成した問題を使用し実施する。検査教科は、国語、

社会、数学、理科及び英語の５教科とし、英語のリスニングテストを英語の検査時間

内に実施する。 

ウ 高等学校長は、あらかじめ後期（一般）選抜委員会を組織し、厳正・公正な選抜と

なるよう十分検討するものとする。 

(6) 後期（一般）選抜の日程 

出願期間   令和７年（２０２５年）２月１２日（水）～２月１７日（月）正午 

実施日    令和７年（２０２５年）３月 ４日（火）、３月 ５日（水） 

合格者発表日 令和７年（２０２５年）３月１２日（水） 

(7) 通学区域 

通学区域（学区）は、熊本市立高等学校の通学区域に関する規則により、熊本市とす

る。ただし、後期（一般）選抜における学区外の入学を許可し得る数については、「２ 

通学区域」に定める学区外の入学を許可し得る数から前期（特色）選抜における学区外

の合格内定者数を減じた数とする。 



(8) 後期（一般）選抜の追検査 

ア 資格 

病気その他やむを得ない事情により、後期（一般）選抜の学力検査を受検すること

ができなかった者で、その理由が出身中学校長によって証明された者 

イ 募集人員 

若干名 

ウ 学力検査 

市教育委員会が作成した問題を使用し実施する。検査教科は国語、数学及び英語の

３教科とする。 

エ 選抜方法 

各高等学校長は学力検査の結果を「(5) 選抜方法等」に定める資料の一つとして選

抜基準を定め、選抜を行う。 

オ 日程 

追検査受検願提出期間 令和７年（２０２５年）３月 ４日（火）～３月 ７日

（金）午後４時 

追検査実施日      令和７年（２０２５年）３月１３日（木） 

追検査合格者発表日  令和７年（２０２５年）３月１７日（月） 

カ その他 

その他必要な事項については、別に定める。 

 

 

５ 二次募集  

(1) 実施学科等 

合格者数が募集定員に満たない学科・コース 

(2) 日程等 

二次募集を実施する高等学校長は、出願者に対して、当該高等学校で面接、実技検査

等を実施することができる。 

出願期間   令和７年（２０２５年）３月１３日（木）～３月１８日（火）午後４時 

面接等実施日 令和７年（２０２５年）３月１９日（水） 

選抜結果通知 令和７年（２０２５年）３月２４日（月） 

  

 

６ その他  

(1) 後期（一般）選抜における海外帰国生徒等の特別措置 

ア 高等学校長は、次の(ｱ)～(ｳ)のいずれかに該当する海外帰国生徒等で、特別措置に

よる受検を希望する者のうち、配慮が必要と認められる者については、市教育委員会

の承認を受けて、特別措置を講じるものとする。 

(ｱ) 中国等帰国生徒で、原則として、帰国後小学校（義務教育学校及び特別支援学

校小学部を含む。）４年以上の学年に編入学した者、又は帰国時すでに学齢を超過

していてわが国の小・中学校（義務教育学校、特別支援学校小学部及び中学部、中



等教育学校前期課程を含む。）に編入学できなかった者で、平成３１年（２０１９

年）４月１日以降に帰国した者 

(ｲ) 外国人生徒で、原則として、入国後小学校（義務教育学校及び特別支援学校小

学部を含む。）４年以上の学年に編入学した者、又は入国時すでに学齢を超過して

いてわが国の小・中学校（義務教育学校、特別支援学校小学部及び中学部、中等教

育学校前期課程を含む。）に編入学できなかった者で、平成３１年（２０１９年）

４月１日以降に入国した者 

(ｳ) 海外帰国生徒で、原則として、過去に、在外教育施設（日本人学校等）以外の

学校に引き続き１年以上在学し、かつ、令和４年（２０２２年）４月１日以降に帰

国した者 

イ 特別措置の内容 

(ｱ) ５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の中から志願者があらかじめ選択し

た３教科の学力検査と、作文及び面接を実施する。 

(ｲ) 作文は、出願者の適性や意欲・関心等をみるために、８００字、５０分で実施

する。 

(ｳ) 学校独自検査をもって作文及び面接に替えることができる。 

ウ 海外帰国生徒等の特別措置は、全学科・コースで実施し、入学を許可し得る数は、

各高等学校の募集人員枠内で若干名とする。 

(2) 障がい等がある受検者への配慮事項 

高等学校長は、障がい等があるため、通常の方法により学力検査を受検することが困

難と認められる者については、市教育委員会の承認を受けて、検査時間の延長、問題用

紙の拡大、英語のリスニングテストにおけるテロップ受検など、検査方法や検査場等に

ついて適切な措置を講じるものとする。 

(3) 郵送による個人情報の提供 

ア 後期（一般）選抜における学力検査の教科別得点及び合計得点については、出願者

の希望があれば、郵送により情報提供をすることができる。 

イ 個人情報の提供を希望する出願者は、提供希望願及び返信用封筒（出願者本人の住

所、氏名を記入し、返信用切手を貼付すること。）を、入学願とともに出願先の高等

学校長に提出すること。 

ウ 各高等学校長は、令和７年（２０２５年）３月２５日（火）から３月２７日（木）

の間に、個人情報の提供を希望した出願者本人あて簡易書留にて発送すること。 

(4) その他、令和７年度（２０２５年度）熊本市立高等学校入学者選抜について必要な

事項は熊本市教育長が定める。 

 


